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(57)【要約】
【解決手段】本発明は、漢方素材から得た抽出物に天然
鉱物を混合し、この混合物を混合乳酸菌株で発酵した後
で機能性化粧品を製造することによって、漢方素材及び
天然鉱物の効能及び効果を高めるようにした機能性化粧
品の製造方法を提供することを目的とする。特に、本発
明は、このように自然発酵過程を通じて各素材成分を低
分子化し、皮膚への浸透を円滑にしながらも皮膚保湿因
子と類似するアミノ酸及び無機質成分からなるようにし
、皮膚への刺激が少なく、保湿効果に優れ、かゆみ症状
などを予防できるようにした機能性化粧品の製造方法を
提供することを他の目的とする。また、本発明は、海洋
深層水で漢方素材から抽出物を抽出するので、酸化作用
を減少させ、皮膚に十分な水分及び栄養を供給させるこ
とによって皮膚活力を回復させ、化粧機能を高めるよう
にした機能性化粧品の製造方法を提供することを更に他
の目的とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
当帰、地黄、芍薬、薄荷、ビャクシ、玄参、大黄、地楡及び肉桂などの漢方素材をそれぞ
れ横と縦０．５ｃｍ～１．０ｃｍのサイズに切断する第１段階；
切断された漢方素材及び天然鉱物であるタルク及び真珠パウダーを海洋深層水と共に抽出
器に入れて１００℃～１１０℃の温度で５０分～７０分間殺菌し、３７℃～４３℃の温度
で６９時間～７５時間にわたって混合乳酸菌株で発酵した後、熱水抽出して固形化する第
２段階；
前記第２段階の抽出固形物を－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で３日～５日間凍結乾燥
して粉末（ＡＴＭ－１）化する第３段階；及び
６２℃～６８℃の温度で加熱した黄蝋、エゴマ油、オリーブ油、ヒマワリ種子油及び３４
℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１、アデノシン、及び硼砂をそれぞれ溶解して高速
混合する第４段階；を含むことを特徴とする機能性化粧品の製造方法。
【請求項２】
当帰抽出物０．１５重量％、地黄抽出物０．１５重量％、芍薬抽出物０．１５重量％、薄
荷抽出物０．１５重量％、ビャクシ抽出物０．１５重量％、玄参抽出物０．１５重量％、
大黄抽出物０．１５重量％、地楡抽出物０．３重量％、肉桂抽出物０．１５重量％、アデ
ノシン０．０４重量％、硼砂０．７６重量％、真珠パウダー０．１５重量％、タルク１．
４５重量％、黄蝋１４．０重量％、オリーブ油２５．０重量％、エゴマ油２０．０重量％
、ヒマワリ種子油１０．０重量％、扁柏水残量の比率であることを特徴とする、請求項１
に記載の機能性化粧品の製造方法。
【請求項３】
当帰、地黄、芍薬、薄荷、ビャクシ、玄参、大黄、地楡及び肉桂などの漢方素材をそれぞ
れ横と縦０．５ｃｍ～１．０ｃｍのサイズに切断する第１段階；
切断された漢方素材及び天然鉱物であるタルク及び真珠パウダーを海洋深層水と共に抽出
器に入れて１００℃～１１０℃の温度で５０分～７０分間殺菌し、３７℃～４３℃の温度
で６９時間～７５時間にわたって混合乳酸菌株で発酵し、１０２℃～１０７℃の温度で２
０分間殺菌した後、熱水抽出して固形化する第２段階；
前記第２段階の抽出固形物を－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で２日～４日間凍結乾燥
して粉末（ＡＴＭ－１）化する第３段階；及び
３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１、アデノシン、及び硼砂をそれぞれ溶解して
高速混合する第４段階；を含むことを特徴とする機能性化粧品の製造方法。
【請求項４】
当帰抽出物０．１５重量％、地黄抽出物０．１５重量％、芍薬抽出物０．１５重量％、薄
荷抽出物０．１５重量％、ビャクシ抽出物０．１５重量％、玄参抽出物０．１５重量％、
大黄抽出物０．１５重量％、地楡抽出物０．３重量％、肉桂抽出物０．１５重量％、真珠
パウダー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、硼砂０．７６重量％、アデノシン０．
０４重量％、扁柏水残量の比率であることを特徴とする、請求項３に記載の機能性化粧品
の製造方法。
【請求項５】
当帰抽出物０．２重量％、地黄抽出物０．２重量％、芍薬抽出物０．２重量％、薄荷抽出
物０．２重量％、ビャクシ抽出物０．２重量％、玄参抽出物０．２重量％、大黄抽出物０
．２重量％、地楡抽出物０．４重量％、肉桂抽出物０．２重量％、真珠パウダー０．１５
重量％、タルク１．４５重量％、アデノシン０．０４重量％、硼砂０．７６重量％、扁柏
水残量の比率であることを特徴とする、請求項３に記載の機能性化粧品の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機能性化粧品の製造方法に関し、より詳細には、漢方素材から抽出物を獲得
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し、これに天然鉱物を混合した後、これを混合乳酸菌株発酵で低分子化し、皮膚への浸透
を促進させることによって、皮膚への刺激を減少させながらも吸収を円滑にし、かゆみな
どのアレルギー反応を減少できるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、化粧品は、クリーム及びローションなどの化粧に使用するものを通称するが、
薬事法による化粧品法第２条によると、次の［表１］のように定義されている。
【０００３】
【表１】

【０００４】
　このように、機能性化粧品は、薬事法による化粧品の中で、美白、しわ改善及び皮膚の
保護を促進させる製品であると特定される。そこで、特許文献１～特許文献４には、多様
な材質及び機能を得るための機能性化粧品に関する技術が開示されている。
【０００５】
　特許文献１は、アマダイ（Ｂｒａｎｃｈｉｏｓｔｅｇｕｓ　ｊａｐｏｎｉｃｕｓ）の鱗
の酵素的加水分解物を含む化粧品組成物に関し、前記成分を有効成分として含む抗酸化、
しわ改善及び美白効果を有する機能性化粧品組成物に関する。有効成分であるアマダイの
鱗の酵素的加水分解物は、抗酸化活性、しわ改善及び美白に優れた効果を示し、天然材料
として人体に無害であり、機能性化粧品組成物の用途に使用するのに適している。
【０００６】
　特許文献２は、しわ改善又は美白原料化合物－親水系スメクタイト粘土鉱物複合体及び
その製造方法、並びにしわ改善又は美白原料化合物－親水系スメクタイト粘土鉱物複合体
を含む機能性化粧品に関し、インターカレーション反応を用いて親水系スメクタイト粘土
鉱物の層間にしわ改善又は美白原料が置換された機能性複合体を製造することによって、
光－熱安定性が低いしわ改善又は美白原料の変性を遮断し、機能性原料の特性を長く維持
させ、安定性を強化させることができる。また、前記しわ改善又は美白原料化合物－親水
系スメクタイト粘土鉱物複合体を含んで機能性化粧品を製造するとき、光源に照射してか
ら４８時間経過した後の色差値（△Ｅ）が１．０以下を満足する光－熱安定性に優れた機
能性化粧品を製造することができる。
【０００７】
　特許文献３は、発酵組成物を含有する化粧品に関し、桑の葉、蓮の葉、杜沖及び芍薬を
発酵させた発酵組成物、バシケン抽出物、ハーブ抽出物及び紅参抽出物を含有する皮膚抗
酸化機能性化粧品に関する。そこで、化粧品は、桑の葉、蓮の葉、杜沖及び芍薬を麹菌（
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ、Ｒｈｉｚｏｐｕｓ）、黄麹菌（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｏｒ
ｙｚａｅ）、白麹菌（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｋａｗａｃｈｉｉ）、納豆菌（黄穀菌／
黄菌／Ｎａｔｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ）、枯草菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）、乳酸菌（Ｌａｃｔ
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ｉｃ　Ａｃｉｄ　Ｂａｃｔｅｒｉａ）、酵母菌（Ｙｅａｓｔ）及び放線菌からなる群から
選ばれた１種以上の菌株による１次発酵及び２次発酵で製造した発酵組成物を含有するこ
とを特徴とする。
【０００８】
　特許文献４は、二重機能性物質の安定性が改善されたパウダー化粧品の製造方法に関し
、二重機能性物質であるエチルヘキシルメトキシシンナメート（ｅｔｈｙｌｈｅｘｙｌ　
ｍｅｔｈｏｘｙｃｉｎｎａｍａｔｅ）及びナイアシンアミド（ｎｉａｃｉｎａｍｉｄｅ）
を使用して美白及びしわに対する機能性を同時に具現しながら、分散工程を通じて二重機
能性物質の安定性が改善されたパウダー化粧品の製造方法に関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－２０１４－０１３０５９６号
【特許文献２】韓国公開特許第１０－２０１４－０１４５６７５号
【特許文献３】韓国登録特許第１５３２００３号
【特許文献４】韓国公開特許第１０－２０１５－００７１０８０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、既存の機能性化粧品においては、天然材料を使用して発酵したり、合成材料を
使用したりして機能性化粧品を製造していたが、機能性化粧品の固有機能が大きく向上せ
ず、特に、機能性化粧品が皮膚に円滑に吸収されないだけでなく、皮膚に吸収されたとし
てもアレルギーなどの副作用を起こすおそれがある。
【００１１】
　本発明は、漢方素材から得た抽出物に天然鉱物を混合し、この混合物を混合乳酸菌株で
発酵した後で機能性化粧品を製造することによって、漢方素材及び天然鉱物の効能及び効
果を高めるようにした機能性化粧品の製造方法を提供することを目的とする。
【００１２】
　特に、本発明は、このように自然発酵過程を通じて各素材成分を低分子化し、皮膚への
浸透を円滑にしながらも、皮膚保湿因子と類似するアミノ酸及び無機質成分からなるよう
にし、皮膚への刺激が少なく、保湿効果に優れ、かゆみ症状などを予防できるようにした
機能性化粧品の製造方法を提供することを他の目的とする。
【００１３】
　また、本発明は、海洋深層水で漢方素材から抽出物を抽出するので、酸化作用を減少さ
せ、皮膚に十分な水分及び栄養を供給させることによって皮膚活力を回復させ、化粧機能
を高めるようにした機能性化粧品の製造方法を提供することを更に他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　このような目的を達成するための本発明の実施例１に係る機能性化粧品の製造方法は、
当帰、地黄、芍薬、薄荷、ビャクシ、玄参、大黄、地楡及び肉桂などの漢方素材をそれぞ
れ横と縦０．５ｃｍ～１．０ｃｍのサイズに切断する第１段階；切断された漢方素材及び
天然鉱物であるタルク及び真珠パウダーを海洋深層水と共に抽出器に入れて１００℃～１
１０℃の温度で５０分～７０分間殺菌し、３７℃～４３℃の温度で６９時間～７５時間に
わたって混合乳酸菌株で発酵した後、熱水抽出して固形化する第２段階；前記第２段階の
抽出固形物を－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で３日～５日間凍結乾燥して粉末（ＡＴ
Ｍ－１）化する第３段階；及び６２℃～６８℃の温度で加熱した黄蝋、エゴマ油、オリー
ブ油、ヒマワリ種子油及び３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１、アデノシン、及
び硼砂をそれぞれ溶解して高速混合する第４段階；を含むことを特徴とする。
【００１５】
　特に、前記機能性化粧品は、当帰抽出物０．１５重量％、地黄抽出物０．１５重量％、
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芍薬抽出物０．１５重量％、薄荷抽出物０．１５重量％、ビャクシ抽出物０．１５重量％
、玄参抽出物０．１５重量％、大黄抽出物０．１５重量％、地楡抽出物０．３重量％、肉
桂抽出物０．１５重量％、アデノシン０．０４重量％、硼砂０．７６重量％、真珠パウダ
ー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、黄蝋１４．０重量％、オリーブ油２５．０重
量％、エゴマ油２０．０重量％、ヒマワリ種子油１０．０重量％、扁柏水残量の比率であ
ることを特徴とする。
【００１６】
　一方、本発明の実施例２に係る機能性化粧品の製造方法は、当帰、地黄、芍薬、薄荷、
ビャクシ、玄参、大黄、地楡及び肉桂などの漢方素材をそれぞれ横と縦０．５ｃｍ～１．
０ｃｍのサイズに切断する第１段階；切断された漢方素材及び天然鉱物であるタルク及び
真珠パウダーを海洋深層水と共に抽出器に入れて１００℃～１１０℃の温度で５０分～７
０分間殺菌し、３７℃～４３℃の温度で６９時間～７５時間にわたって混合乳酸菌株で発
酵し、１０２℃～１０７℃の温度で２０分間殺菌した後、熱水抽出して固形化する第２段
階；前記第２段階の抽出固形物を－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で２日～４日間凍結
乾燥して粉末（ＡＴＭ－１）化する第３段階；及び３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴ
Ｍ－１、アデノシン、及び硼砂をそれぞれ溶解して高速混合する第４段階；を含むことを
特徴とする。
【００１７】
　このとき、前記機能性化粧品は、当帰抽出物０．１５重量％、地黄抽出物０．１５重量
％、芍薬抽出物０．１５重量％、薄荷抽出物０．１５重量％、ビャクシ抽出物０．１５重
量％、玄参抽出物０．１５重量％、大黄抽出物０．１５重量％、地楡抽出物０．３重量％
、肉桂抽出物０．１５重量％、真珠パウダー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、硼
砂０．７６重量％、アデノシン０．０４重量％、扁柏水残量の比率であることを特徴とす
る。
【００１８】
　最後に、前記機能性化粧品は、当帰抽出物０．２重量％、地黄抽出物０．２重量％、芍
薬抽出物０．２重量％、薄荷抽出物０．２重量％、ビャクシ抽出物０．２重量％、玄参抽
出物０．２重量％、大黄抽出物０．２重量％、地楡抽出物０．４重量％、肉桂抽出物０．
２重量％、真珠パウダー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、アデノシン０．０４重
量％、硼砂０．７６重量％、扁柏水残量の比率であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明に係る機能性化粧品の製造方法は、次のような効果を有する。
【００２０】
　（１）漢方素材及び天然鉱物を原料として使用するので、副作用が生じるおそれが少な
い。
【００２１】
　（２）漢方素材から抽出するときに海洋深層水を用いるので、本発明に係る機能性化粧
品を長い間使用する場合にも保存期間を自然に維持し、抗酸化作用を得ることができる。
【００２２】
　（３）特に、本発明に係る機能性化粧品は、漢方素材及び天然鉱物を混合乳酸菌株で発
酵することによってその構成を低分子化し、皮膚への刺激を減少させながらも皮膚を介し
て吸収されやすくなり得るので、化粧効果を高めることができる。
【００２３】
　（４）また、漢方素材及び天然鉱物の自然発酵は、皮膚アレルギー反応及びかゆみ誘発
を減少させることができ、アレルギー及びかゆみの症状を有する利用者等も安心して使用
することができる。
【００２４】
　（５）このように低分子形態からなる成分は、天然保湿因子と類似するアミノ酸及び無
機質成分であるので、皮膚への刺激が少なく、保湿効果に優れる。
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【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明に係る実施例１のクリームを塗る前の状態を示す写真である。
【図２】本発明に係る実施例１のクリームを１ヵ月間塗った後の状態を示す写真である。
【図３】本発明に係る実施例１のクリームを塗る前の状態を示す写真である。
【図４】本発明に係る実施例１のクリームを１ヵ月間塗った後の状態を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付の図面を参照して本発明の好適な実施例をより詳細に説明する。その前に、
本明細書及び特許請求の範囲に使用された用語や単語は、通常的又は辞典的な意味に限定
して解釈してはならず、発明者は、自身の発明を最高の方法で説明するために用語の概念
を適宜定義できるという原則に従って本発明の技術的思想に符合する意味及び概念で解釈
しなければならない。
【００２７】
　したがって、本明細書に記載の実施例及び図面に示した構成は、本発明の最も好ましい
一つ実施例に過ぎなく、本発明の技術的思想を全て代弁するものではないので、本出願時
点でこれらに取って代わる多様な均等物及び変形例があり得ることを理解しなければなら
ない。
【００２８】
　［実施例１］
　本発明の実施例１に係る機能性化粧品は、漢方素材及び天然原料を用いて、特に、海洋
深層水を用いて抽出することによって抗酸化特性を高めると共に、混合乳酸菌株による発
酵過程を通じて高分子を低分化し、皮膚への刺激がないと共に皮膚に擦り込ませやすくし
、保湿及び化粧効果を高めるようにしたものである。このような機能性化粧品の製造方法
は、次のように４段階にわたって行われ、以下では、各段階を詳細に説明する。
【００２９】
　ここで、本発明の漢方素材及び天然原料に関する資料としては、次の参考文献を参考に
した。
【００３０】
イ．本草学、１９９９、全国漢医科大学本草学教授共編著、永林社
【００３１】
ロ．東医宝監、２００１、許浚著、ウォン・テヒ他訳、図書出版ＨＡＮＭＩ医学
【００３２】
ハ．食品公典等、食薬処ホームページ
【００３３】
ニ．韓国化粧品成分辞典
【００３４】
　第１段階は、漢方素材を切断する段階である。このときの漢方素材は、当帰、地黄、芍
薬、薄荷、ビャクシ、玄参、大黄、地楡及び肉桂であって、それぞれ０．５ｃｍ～１．０
ｃｍのサイズに切断して抽出を容易にする。
【００３５】
　ここで、当帰は、皮膚コンディショニング剤であって、補血作用及び活血効果を有して
おり、損傷した皮膚を回復すると共に、皮膚の消腫及び止痛の効果を有する。地黄は、皮
膚コンディショニング剤であって、各種出血を停止させ、熱を下げ、小便の排出を円滑に
し、淤血をなくす作用をし、当帰と共に使用すると、互いの長所を生かすと共に短所を補
完することによって効能を高める。芍薬は、皮膚ゲル化剤であって、損傷した皮膚及び淤
血が停滞した皮膚を回復させ、血を補充し、鎮痛及び止血作用をし、血液循環を良好にし
、月経不順を防止する。薄荷は、その主成分がメントールであって、皮膚への透疹効果及
び凉しさを与え、塗布剤、鎮痛剤、興奮剤、健胃剤、駆虫剤などに薬用したり、歯磨き、
ジャム、キャンディー、化粧品、タバコなどに清凉剤や香料として使用される。ビャクシ
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は、皮膚コンディショニング剤として使用され、芳香燥熱の性質を有し、風湿を鎮め、か
ゆみ及び痛みを減少させる。大黄は、清熱写火の作用で熱を冷まし、炎症を鎮め、長引い
た淤血及び新しく生じた淤血のいずれにも効果を有する。地楡は、皮膚の損傷を回復させ
、湿疹に効果を有し、清熱収斂の効果を有する。肉桂は、皮膚保湿剤及び柔軟化剤として
使用され、皮膚を暖めることによって痛みを緩和し、傷部位を回復させ、体内を暖める温
裏薬草として広く知られている。
【００３６】
　特に、漢方素材の抽出物をそれぞれ使用することによっても効果を奏するが、これらを
混合・抽出して発酵すると、互いの長所を生かすと共に短所を補完するので、効果をさら
に向上させることができる。
【００３７】
　このような漢方素材は、上述したように、横と縦をそれぞれ０．５ｃｍ～１．０ｃｍの
サイズに切断する。このサイズは、漢方素材を第２段階で熱水抽出するとき、抽出を容易
にするためのサイズである。
【００３８】
　第２段階は、上述した漢方素材及び海洋深層水を共に入れて混合乳酸菌株で発酵し、熱
水抽出して固形化する段階である。ここで、海洋深層水は、皮膚に十分な水分及び栄養を
供給することによって皮膚活力を回復させ、フェイスラインに緊張感を与えることによっ
て鮮明な童顔に作り上げるものと知られている。
【００３９】
　そして、天然鉱物としてはタルク及び真珠パウダーを用いる。タルクは、皮膚保護及び
吸収性に優れ、皮膚を滑らかにし、汗などの水分除去に多く用いられる。真珠パウダーは
、多くの種類のミネラル及び各種生理活性物質を含有しており、皮膚に着色した色素を薄
くすることによって皮膚トーンを明るくするだけでなく、皮膚にも良く、角質除去にも優
れるものと知られている。
【００４０】
　また、熱水抽出（Ｈｏｔ　Ｗａｔｅｒ　Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ）は、高温の熱水を用い
て可溶性物質を分離する方法であって、水溶性物質の抽出に最も広く使用される通常の抽
出方法を称する。本発明の好ましい実施例において、第２段階で実施する発酵過程及び熱
水抽出は、熱水抽出物が固形化されるまで、好ましくは３７℃～４３℃の温度で、最も好
ましくは４０℃の温度で７２時間行われる。
【００４１】
　第３段階は、前記第２段階で得た抽出固形物を凍結乾燥する段階である。凍結乾燥は、
－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で３日～５日間凍結し、水分蒸発や昇華を通じて乾燥
する方法を称する。
【００４２】
　本発明の好ましい実施例において、凍結乾燥は、粉末（ＡＴＭ－１）形態で凍結乾燥が
容易に行われるように、－１１５℃～－１２５℃の冷凍状態で３日～５日間、最も好まし
くは－１２０℃で４日間行われる。
【００４３】
　第４段階は、６２℃～６８℃の温度で加熱した黄蝋、エゴマ油、オリーブ油、ヒマワリ
種子油及び３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１（乾燥粉末）、アデノシン、及び
硼砂をそれぞれ溶解して高速混合する段階である。
【００４４】
　このとき、ハンドクリームなどのクリーム類の機能性化粧品を得るために、黄蝋、エゴ
マ油、オリーブ油及びヒマワリ種子油を混合する。
【００４５】
　ここで、黄蝋は、蜂の巣から蜂蜜を絞り出し、残留物を沸かして作った油塊であって、
力をつけ、傷部位の治療を速くし、解毒及び痛み制御効能を有する薬剤として知られてい
る。エゴマ油は、皮膚老化防止、栄養供給、損傷した皮膚再生と共に、抗酸化作用に効果
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を有するものと知られている。ヒマワリ種子油は、免疫力を増進させ、半乾性油で荒れた
皮膚を滑らかにし、血液循環及び動脈硬化に効果を有する。オリーブ油は、ポリフェノー
ルなどの抗酸化成分を多く含んでおり、細胞膜を介して円滑に吸収され、化学物質が細胞
内に伝達されやすくなるように促進させるものとして知られている。
【００４６】
　一方、これらの混合物質は脂肪酸であるので、上述した乾燥粉末との混合が容易に行わ
れるように所定の温度で加熱・混合することが好ましい。このために、前記黄蝋を所定の
温度、例えば、６２℃～６８℃の温度で、最も好ましくは６５℃の温度で加熱した後、こ
れにエゴマ油、オリーブ油及びヒマワリ種子油を入れて維持しなければならない。
【００４７】
　一方、第４段階でも、３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１、アデノシン、及び
硼砂を溶解するが、最も好ましくは３７℃の温度で溶解する。
【００４８】
　以上のように構成された本発明の製造方法による機能性化粧品は、ハンドクリームなど
のクリーム類の機能性化粧品であって、その成分が当帰抽出物０．１５重量％、地黄抽出
物０．１５重量％、芍薬抽出物０．１５重量％、薄荷抽出物０．１５重量％、ビャクシ抽
出物０．１５重量％、玄参抽出物０．１５重量％、大黄抽出物０．１５重量％、地楡抽出
物０．３重量％、肉桂抽出物０．１５重量％、アデノシン０．０４重量％、硼砂０．７６
重量％、真珠パウダー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、黄蝋１４．０重量％、オ
リーブ油２５．０重量％、エゴマ油２０．０重量％、ヒマワリ種子油１０．０重量％、扁
柏水残量の比率であることが好ましい。
【００４９】
　このように構成された本発明に係るハンドクリーム類の機能性化粧品を８月２日から９
月１日まで使用した結果、［図１］～［図４］のように、かゆみ緩和、上皮角質除去、保
湿及び乾燥緩和の効果を示した。すなわち、クリーム使用前の［図１］及び［図３］とク
リーム使用後の［図２］及び［図４］とを比較すると、クリーム使用前には手に赤く見え
る部分があったが、クリーム使用後には、この赤く見える部分が多く消え、手の甲全体の
角質などが除去されてきれいになった感じを与える。また、クリーム使用前にはかゆみな
どで手が荒れていたが、クリーム使用後には手が滑らかになった感じを与える。
【００５０】
　［実施例２］
　本発明の実施例２に係る機能性化粧品の製造方法は、実施例１のハンドクリームなどの
クリーム類と異なり、スキンローションなどの噴射形態又は液状で使用できるようにする
ためのものである。
【００５１】
　そこで、ここでは、上述した実施例１との相違点に関してのみ説明する。すなわち、実
施例１と実施例２で使用された漢方素材及び天然鉱物が同一であるので、これらの成分に
関しては簡単に説明し、その相違点に関してのみ説明する。
【００５２】
　実施例２において、漢方素材を切断する第１段階、切断した漢方素材を熱水抽出して固
形化する第２段階、及び抽出固形物を凍結乾燥して粉末（ＡＴＭ－１）化する第３段階は
、上述した実施例１と同じである。そのため、ここでは、それに対する詳細な説明は省略
する。
【００５３】
　最後に、実施例２において、第４段階は、３４℃～４０℃の温度の扁柏水にＡＴＭ－１
（乾燥粉末）、アデノシン、及び硼砂を混合する段階である。このとき、実施例１と実施
例２とを比較すると、実施例１では黄蝋及び油類（エゴマ油、オリーブ油、ヒマワリ種子
油）を混合したが、実施例２では噴射形態又は液状で利用できるように扁柏水を用いると
いう点において相違点がある。
【００５４】
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　このように構成される実施例２の製造方法に係る機能性化粧品は、スキンローションな
どの噴射形態又は液状で使用できるように製造される。
【００５５】
　そこで、本発明の好ましい実施例２の製造方法に係る機能性化粧品は、当帰抽出物０．
１５重量％、地黄抽出物０．１５重量％、芍薬抽出物０．１５重量％、薄荷抽出物０．１
５重量％、ビャクシ抽出物０．１５重量％、玄参抽出物０．１５重量％、大黄抽出物０．
１５重量％、地楡抽出物０．３重量％、肉桂抽出物０．１５重量％、真珠パウダー０．１
５重量％、タルク１．４５重量％、硼砂０．７６重量％、アデノシン０．０４重量％、扁
柏水残量の比率であることを特徴とする。
【００５６】
　したがって、本発明は、薬草抽出物、天然鉱物及び海洋深層水の相互作用で天然化粧品
の変性を抑制し、混合乳酸菌株による発酵熟成を通じて栄養成分を低分子化し、皮膚への
刺激を減少させながら吸収を容易にし、アレルギー反応及びかゆみを減少させ、上皮及び
真皮の厚さを減少させ、亜細胞の成長を促進させる機能性化粧品を製造することができる
。
【００５７】
　［実施例３］
　本発明の実施例３に係る機能性化粧品の製造方法は、実施例２と比較すると、同じ方法
であるが、その組成において相違点を有する。そこで、ここでは、その組成に関してのみ
説明する。
【００５８】
　実施例３は、実施例２と比較すると、当帰抽出物０．２重量％、地黄抽出物０．２重量
％、芍薬抽出物０．２重量％、薄荷抽出物０．２重量％、ビャクシ抽出物０．２重量％、
玄参抽出物０．２重量％、大黄抽出物０．２重量％、地楡抽出物０．４重量％、肉桂抽出
物０．２重量％、真珠パウダー０．１５重量％、タルク１．４５重量％、アデノシン０．
０４重量％、硼砂０．７６重量％、扁柏水残量の比率を与えたものである。
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